
私学経営研究会（教頭部会）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．研究目標  「 教頭の Growth Mindset 」 

 

２．会  期  ７月２８日(金)･２９日(土)･３０日(日)の２泊３日（現地集合・現地解散） 

 

３．会  場  山翠楼（神奈川県奥湯河原温泉） 

〒259-0314 神奈川県足柄下郡湯河原町宮上６７３ 

         ＴＥＬ：0465－63－1111  http://www.sansuirou.co.jp/ 

（裏表紙ご案内図を参照ください。） 

 

４．参加対象  副校長、教頭及びこれに準ずる教諭 

 

５．募集定員  ６０名 

 

６．参 加 費  １名につき ５２，０００円 

（３名１室利用。宿泊費〈２泊５食〉、資料印刷費、懇談会費） 

 

７．日  程  ７月２８日（金）１３：００受付開始  １３：３０より開会式 

        ７月３０日（日）１１：３０閉会式終了予定 
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※講演や分散会の日程は予定です。講師の都合等により時間等が変更になる可能性があります。 

 

 2020 年大学入試制度改革及び新学習指導要領への移行は、目前に迫っています。しかし、その変化の

スケールが大きいものなのか、大山鳴動してということになるのかは本当のところは予測不能です。こ

のようなとき、それらの動きの背景を知ることは重要です。そのヒントとして、MIT メディアラボ所長

の伊藤穣一氏が使っているキーワードを知ることは役立ちます。氏は、明日の世界を予言するというよ

り、多様性を結び付けて、実際に世界を創ってしまっているからです。 

例えば、Neurodiversity（神経学的多様性）、社会参加型(society-in-the-loop)機械学習、クリエイティ

ブ・コミュニティという言葉です。いずれも今回の大学入試制度改革や学習指導要領改訂作業において

出てこない、更に先行しているキーワードです。そして、既に世界は、そのような新しいキーワードで

動いてしまっています。 

私立学校は、時代の要請に耳を澄まし、目先のイベントがどうあれ、右顧左眄せず、新しい時代を先

回りして体感して、「次」を開く使命を有しています。そのためにリーダーは、Fixed Mindset （固定的

な考え方）から Growth Mindset（しなやかな考え方）へ常にシフトできるワザを体得しておくことが肝

要です。学校経営に携わるリーダーとして、自ら困難を回避せず、引き受け、やり通し、多様な批判を

逆に糧として、乗り越えていく「しなやかな考え方」＝“Growth Mindset”を自ら設定できるワザを体得

する。そんなワークショップを中心に教頭部会の研修を行います。 

http://www.sansuirou.co.jp/


 

８．研究内容 

①講演・ワークショップ 

 

演 題：「 教頭（リーダー）の Growth Mindset、その重要性!! 」 

 

講 師：同志社女子大学現代社会学部現代子ども学科特任教授 

ネオミュージアム館長               上田 信行 

≪プロフィール≫ 

1950 年、奈良県生まれ。同志社大学卒業後、『ｾｻﾐｽﾄﾘｰﾄ』に触発され渡米し、ｾﾝﾄﾗﾙﾐｼｶﾞﾝ大学大学

院にて M.A.、ﾊｰﾊﾞｰﾄﾞ大学教育大学院にて Ed.M., Ed.D.（教育学博士）取得。専門は教育工学。ﾌﾟﾚ

ｲﾌﾙ・ﾗｰﾆﾝｸﾞをｷｰﾜｰﾄﾞに、学習環境ﾃﾞｻﾞｲﾝとﾗｰﾆﾝｸﾞ・ｱｰﾄの先進的かつ独創的な学びの場づくりを数多

く実施。1996～1997 ﾊｰﾊﾞｰﾄﾞ大学教育大学院客員研究員、2010～2011 MIT ﾒﾃﾞｨｱﾗﾎﾞ客員教授。 

著書に『ﾌﾟﾚｲﾌﾙ・ｼﾝｷﾝｸﾞ:仕事を楽しくする思考法』(2009, 宣伝会議)、『ﾌﾟﾚｲﾌﾙ・ﾗｰﾆﾝｸﾞ:ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

の源流と学びの未来』(2013, 共著、三省堂)、『協同と表現のﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ：学びのための環境のﾃﾞｻﾞｲﾝ』 

(2010, 共編著、東信堂)など。http://www.neo-museum.com 

 

ファシリテーター（工学院大学附属中学高等学校 教諭） 

 太田 晃介（中学教務主任）・田中 歩（英語科主任）・鐘ヶ江 暢子（数学科主任） 

 

オブザーバー：本間教育研究所代表 本間 勇人 

 

②分散会Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 

 (ア) 教頭の任務 (イ) 教員人事と校務分掌 (ウ) 労務管理 (エ) その他 及び講演内容 

についてご協議いただきます。 

  ※分散会では、１０～２０名前後の３つのグループ別に情報交換や意見交換を行います。 

※分散会には、弁護士の先生方にもお入りいただき、ご指導・ご助言をいただく予定です。 

   【参加弁護士】名川・岡村法律事務所 弁護士  

渡邉 迅・佐野 知子・沖山 延史 他３名（予定） 

 

９．個別無料法律相談 

夜の懇談会の時間帯に名川・岡村法律事務所の弁護士の先生方と個別の無料法律相談が可能です。

希望される場合は、申込書の所定欄に必要事項をご記入ください。 

 

10．そ の 他   

① 参加のお申込みをいただきました先生方に、事前アンケートを送付いたします。分散会での資料

となりますので、ご協力をお願いいたします。 

  

② 可能であれば、６月２７日(火)までに貴校の校務分掌、及び年間行事予定表を各１部、東京私学

教育研究所・教頭部会担当宛てにお送りください。お送りいただきました資料は、当研究所で印刷

し、当日会場で配付いたします。是非ともご協力をお願いいたします。なお、当日の持込みはご遠

慮ください。 

  

③ 客室は全室禁煙といたします。喫煙する場合は指定の場所でお願いいたします。 

 

11．委  員（順不同） 

  委 員 長 平 方 邦 行（工学院大学附属）   永 見 利 幸（京    華） 

  副委員長 山 岸 悦 子（立教女学院）   安 達   毅（大 森 学 園） 

佐 藤 元 紀（   芝   ）   平 野 昌 子（下北沢成 徳） 

       川 上 裕美子（東京音大付属） 


